
医療法人卯の会 新垣病院 院内感染対策指針 

１．総則 

 

１－１.基本理念 

 医療従事者には、患者の安全を確保する為の不断の努力が求められている。 

医療関連感染の発生を未然に防止することと、ひとたび発生した感染症が拡大しないよ

うに可及的速やかに制圧、終息を図ることは医療機関の義務である。新垣病院（以下「当

院」とする）においては、本指針により院内感染対策を行う。 

 

１－２.用語の定義 

１）院内感染 

   病院環境下で感染した全ての感染症を院内感染と言い、病院内で感染した感染症は、

病院外で発症しても院内感染という。逆に発症しても、病院外（市中）で感染した

感染症は、院内感染ではなく、市中感染という。 

２）院内感染の対象者 

院内感染の対象者は、入院患者、外来患者の別を問わず、見舞人、訪問者、医師、

看護師、医療従事者、その他職員、さらには院外関連企業の職員を含む。 

  

 1－３.組織及び体制 

 当院における感染症対策は、病院長のもとに感染対策委員会（ICC）と、感染対策を 

より円滑に運営するために、感染対策実践ﾁｰﾑ（ICT）を設ける。 

ICC は、病院長を委員長として、各所属長を中心として組織する。ICT と共に活動する。 

１）感染制御のため、感染症治療体系について検討する。 

２）感染防止対策ﾏﾆｭｱﾙを策定する。ﾏﾆｭｱﾙは、年１回以上見直す。 

３）院内感染対策委員会は１ヶ月に１回の定期的会議を開催する。緊急時は必要に応じ

て臨時会議を開催する。 

ICT は、 

 １）病院感染の防止 

 ２）医療従事者の健康と安全を確保する事、感染対策の中心的な存在として活動する。 

 ３）定期的 ICT ﾗｳﾝﾄﾞを活用して、現場における効果的介入を試みる。 

 

２、職員研修に関する基本方針 

１）全職員を対象とした院内感染対策研修を年２回以上開催する。（委託業者含む） 

２）新規採用職員の教育を行う。 

３）感染症に関する情報を提供する。 

４）研修の内容について記録する。 



３、感染症の発生状況の報告に関する基本方針 

１）感染症等の院内発生に伴う、院内感染拡大防止のために各部署の ICT による感染

者の報告を行う。 

２）感染症報告（情報ﾚﾎﾟｰﾄ）から検査の検出状況を把握し委員会へ提出する。 

３）市中感染の状況を早期に把握し、感染情報ﾚﾎﾟｰﾄを発行する。 

 

４、院内感染発生時の対応に関する基本方針 

１）院内感染発生時は、感染の発生した部署の職員が直ちに ICC 又は委員長へ報告 

する。 

２）ICC、または発生部署の ICT は速やかに原因を究明し改善策を立案・実施する。 

３）ｱｳﾄﾌﾞﾚｲｸ時には、ICT を中心に、即時、原因を究明する為の調査を行い、対策を講

じる。 

４）インフルエンザ・ノロウィルスに関してフェーズ一覧で全職員に周知徹底する。 

 

５、院内感染対策指針の閲覧に関する基本方針 

 １）本指針は、各部署に設置している院内感染対策要綱又は共通サーバーを通じて全職

員が閲覧できる。 

 ２）本指針の内容を含め、職員は患者との情報の共有に努めるとともに、患者および家 

   族等からの閲覧の求めがあった場合には、これに応じる。 

 ３）感染症や感染対策について患者から相談があった際には、その病棟のＩＣＴナース 

   が対応し必要に応じ委員長へ内容を報告する。 

６、当院における院内感染対策の推進に必要な基本方針 

 １）職員は、感染対策マニュアルに沿って、手洗いの徹底、手袋・マスク着用の施行な

ど常に感染予防策の遵守に努める。 

２）職員は、自らが院内感染源とならないよう。定期健康診断を年に１回以上受診し、

健康管理に留意するとともに、病院が実施するＢ型肝炎、インフルエンザワクチン

接種を啓蒙する。 

３）針刺し・切創事故防止対策に取り組む。 

４）抗菌薬の適正使用を実施する。 

５）適正な感染性廃棄物の処理を実施する。 

６）常に新しい情報を得るように努め、得た情報を広く患者、医療者に伝える。 

７）保健所、医師会と連携し、又、地域の医療機関等と協同して、地域社会における 

感染対策を行う。 
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